













1 点は課題切り替えの有無，もう 1 点は提示速度である．触覚の注意特性として挙げられるのが統
制条件下での第 2課題（以下 T2）処理成績の低下である．これは統制条件で本来無視すべき第 1課
題（以下 T1）を無視できないため T2 の処理成績に影響しているものと考えられる．では，触覚モ
ダリティにおいて統制条件で T1 を無視できない理由は何か．本研究では，その理由に課題切り替え
と提示速度を想定した．課題切り替えで T1 と T2 が異なれば T1 の無視が容易になり，触覚刺激の提
示速度を遅らせれば刺激に対する感覚・知覚が容易になると予測し実験を行った．実験 1 は，視覚
における注意研究のような影響が確認できなかった．実験 2 は，実験 1 で両課題が同じであったこ
とに注目し，T1 と T2 の課題を切り替えることで，異なる課題を課したときに T2 の処理成績に与え
る影響を検証し，課題が変化すると処理成績が減じられることを確認した．実験 3 は，実験 2 で統
制条件下での T2 処理成績が低下していたことに注目し，触覚刺激の提示速度を遅らせたが，課題難
易度が低くなりすぎたため，T1 の影響そのものを確認することができなかった． 
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 注意の瞬き（Attentional Blink; 以下ABとする）
とはあたかも心が瞬きをしたかのように一時的に刺
激を見落としてしまう現象のことを言う(Potter, 
Chun, Banks, ＆  Muckenhoupt, 1998; Raymond, 




























える影響は，T1 と T2 の時間間隔によって変化する











 視覚モダリティの AB を扱った代表的な先行研究





































(Soto-Faraco, Spence, Fairbank, Kingston, , 






































































（F(1,14)=4.17, ns; F(4,56)=1.58, ns），SOAの主
効果が有意であった（F(4,56)=32.14, p<.005）． 
統制条件でT2処理成績が低下し，実験条件と同程
度にまで処理成績が低下した（図 6 参照）．T2 処理


























































実験参加者：大学生・大学院生 30 人（実験 2a，2b
各15人） 




























































































2.3 実験3 触覚のユニモーダル実験 
2.3.1 目的 


































































































 触覚を扱った AB の先行研究ではいずれも統制条
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